































決済手段は最終的な購買金額と購買量（Hirschaman 1979; Soman 2001, 2003; Raghubir and 
Sribastava 2008）、支払い意向額（Prelec and Simeter 2001; Falk et al. 2016）、衝動購買
（Inman et al. 2009; Thomas et al. 2011）、購買物に対する心理的所有（Shah et al. 2016）、











































































しおり、そこに因果関係の有無について検討していない（Feinberg 1986; Tokunaga 1993）。
　この問題意識を念頭に置き、Feinberg（1986）はクレジットカードが購買を促す原因の
解明を試みた。この現象を説明するために、Feinberg（1986）はクレジットカード効果











































the pain of paying）は、支払い自体が苦痛なことであり、その苦痛が決済手段によって変化
し、最終的に消費者の購買や消費行動に影響を及ぼすと主張している（Prelec and Loewen-
stein 1998; Zellermayer 1996）。Zellermayer（1996）は、支払いの痛みを「製品やサービ
スを購入する際に、消費者が経験した支払い行為自体に関連する感情（a consumer who 



















（Prelec and Loewenstein 1998）。
　二つ目のペイメント・フォームは、カップリングと額面が同じ決済手段間における物理的




異なると、消費者行動が変わる可能性がある（Raghubir and Srivastava 2008）。その理由は、
ペイメント・フォームが支払いの実感度（payment transparency）（1）に影響を与えるからであ
る。支払いの実感度は Soman（2003）により提示された概念で、「relative salience of the 


















（1） payment transparency の日本語訳は中川（2018）を参考にしている。
決済手段が消費者行動に与える影響
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ドの同様の効果は Raghubir and Srivastava（2008）の実験 1 においても確認された。同じ




　Hirschman（1979）や Chatterjee and Rose（2012）は、単一決済手段のみに焦点を当て




プレミアム効果は、製品コストへの注意を喚起すること（Raghubir and Srivastava 2008）
決済手段が消費者行動に与える影響
─ 28 ─
や金銭を得るために努力が必要であることを思い出させること（Wong and Lynn 2017）に
よって低減することが可能である。
　同じく現金決済とクレジットカード決済を比較した研究として Prelec and Simester
（2001）が挙げられる。彼らは二つの実験を実施したが、不一致な結果が得られた。Prelec 












































































































































　店舗に対する包括的な価格イメージ（Overall Store Price Image：OSPI）とは、消費者
が持っているある店舗に対する全体的な価格イメージである。低い OSPI は強いストア・ロ

















































段における解釈レベルの差に与える影響についても検証した。実験 3 では、2 決済手段（現














生かされるか。これを念頭に置き、Chen et al.（2017）は実験 4 と実験 5 を行った。実験 4








を判断する傾向があると指摘した Yan and Sengupta（2011）の研究および、具体的な思考
は整列可能な属性（alignable attributes）の考慮を増やし、抽象的な思考は整列不可能な属

















（2） Markman and Gentner（1993）によれば、整列可能な属性は異なる選択肢における共通の属性次元の差
異であり、相互に対応付けが可能なものをいう。一方、整列不可能な差異とは、異なる属性次元におけ
る差異であり、相互に対応付けが不可能なものをさす（秋元・韓 2008）。例えば、ポテトチップ A と
B を比較するとき、カロリーという共通の属性次元における両者の違いは整列可能な差異である。その




ほとんど行われていなかった（Soman 2001; Shah et al. 2016）。しかし、先述した Chen et 
al.（2017）の実験 5 の結果から見ると、過去に利用した決済手段が次回の購買行動に影響





















































　さらに Kamleitner and Erki（2013）は、文化の違いにより決済手段が心理的所有に与え
る影響がどのように変化するかを検討すため、被験者を 2 決済手段（現金 vs クレジットカー





ings of credit card）にあり、アジア人はクレジットカードを投資（investment）や債務（debt）
として扱うのに対し、非アジア人はそれを便利な決済ツールとして扱っているためである。
　同じく購買後の消費者心理に着目した研究として Shah et al.（2016）がある。Shah et 












Kamleitner and Erki（2013）で矛盾する結果が得られている。Kamleitner and Erki（2013）
と異なり、Shah et al.（2016）は決済手段が購入物に対する消費者の心理的つながりに与え












































































































































































































































































































































例えば、先行研究において、支払いの痛みの媒介効果が確認されている研究（Shah et al. 
2016）と確認されなかった研究（Kamleitner and Erki 2013）の両方が存在している。Kam-






















必要がある。先行研究では、決済時点（先払い vs 後払い）や決済回数（一括 vs 分割）によ
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